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札床植栽 (Iabattpf'lanzung) に就て

從來よ り各樹種に對し、又は各立地に應じて、色々な地ﾡ方法や 

植栽形式が考案せられて來たが、兎角樹種本來の性質や立地に對す 

る研究が不充分なため失敗に総つな場合もﾡく なv。近時本場の試 

驗結果に型京植栽方法の新型式が種々唱導せ られ、目下實地に應用 

せられて、顯著な成績 を擧げつ、ある乙と は旣知の事實であ る。

茲 に損ぐ る味植載の如 9 も の一型式て、目下試験中に はﾡ し 

てるが、 方も簡Wてあるから、參考として廣く 試驗的に試みられ 

ん乙とを希望する次第て”ある。

1. 杠床植栽の由來

逃林上 Rabatt なる 言葉は北部獨逸で Stolze, E. (1885, 1912) 氏 

のﾡした Rabattenksulturen に始は り、其後 Kohler, A. (1936) 氏 

Ernst, F. (1936) 氏等も使用してをる。

目下本場で,試驗中の杠床植栽 と命名せる 操作方法 も 是れ と 相通 し 

ずるがあ る。本法の理論的な檢討 と 的確な成果は試驗の完了 を険 

つて 詳細發表の 見込て、、ある が, 茲には只本場に於て行ひつ、ある植 

栽方法の特徴の大耍に就て 槪說す るに止める。

2. 植栽の方法

本法の特徴は苗木 を植えやう と する個所の士壌組織を決 して攪亂 

しなvて、本來の土壌組織を其の儘に存置せしめやう と云ふ物にあ 

る。從ひて其の地照の落葉、雜草、腐植等の却 さも 殆んど除去 しな 

いて、周ﾡから表府土壌を掘り趣し、盛り上げて、其の上に植栽し



落葉、枯枝等を被覆するのである。荷陥間部の深さ、植面の大さ 

及び盛上げの高 さ 等の問題は夫 々 立地的開係に 因つて 特異性があ る 

べ3て、是れ ら は試驗結果の發表に俟つ ことにする。

3. 杠床植栽の利害

主なる利照

(1) 理學性の最 も 良好 とせらる\ 表層土壌の組織 を破域 しない乙 

とによ b、根系の穿入、蔓延を容易な らしu る。

トドマッが土ﾡの理學性が良好な所に最も更新が順間てあるこ 

と は本場報告に既に殺表せ られて ゐ る が、此の理論はエゾマ ッ 

等に於ては一層著る し く、又一般本道主要造林樹種に就て も考 

へらる、ﾡてある。最近 Ernst, F. 氏の發表が人工植栽林の漸 

次不成績に到る原因の一 と して、地推に於ける土壌組織の破壊 

に論及 して 居る が如 eも放なてないのてある。

(2) 土壌の濕度 を適當 に保有せしめる。

土壌の水分は普通植栽の床面に比して勘いのて、、、早天の継績 し 

た場合は苗木の旱害 に就3 危惧 を生ず る が、植味面i 周圍 の 略凹 

部には 自然落葉な どの堆積が出來て、保水作用が適录に行は る 

・。一般に融雪後又は臥雪前の普通植栽の植穴床面に於ける水 

分の過剰 と な る缺胤に較べて寧ろ有利であ る。

(3) 地下水位から植床面を高める。

地下水位の商9に失する 乙とは腰々造林成績に惡影響を齎す。 

當試驗林中のエゾマツ の植栽林では, 地下水位の僅か 7cm. の 

差て、著しい成績の差異 を見る 乙 とが出來る。ﾡ味植救の場合は 

盛上の土壌で、地下水位 よ り高めらる、ことになり、水位の地 

表に接近して る 地では殊に有利であ る。

(4)養料給源を豐にすると共に土壌理學性を良好にする。

本兆土ﾡ殊に氣候的土壌型よ り見て、本道の如？ 高緯度地方 

にあっては、土壌は漂白並に洗滌作用を う け易い傾向が著し 

い。斯樣な林地では浅根性の樹種では養料の攝取が一層思は し 

く な く なるが、■床植栽の場合は舊態の儘地中 に殘存せ しむ る 

雜草、落葉、腐航等の分解によ り養料が高となるのみな らず、 

腐植の混入に よ り,土壌の理學性 も 自然好構す る のてあ る。

(5) 地 床植物 と の競合 よ り 離脱 を早くする。

前述の如 く 普通の植栽方法に比して位置的に高め らる なめ、 

ﾡ草刑ﾡ よ り 脱出 を早からしめ、地床草類 との競合を 輕減 す 

る o
(6) 植救に り 根系 を正常な位置に整置 しやすく、從ひて將來に 

優良な影響を與へる。 ・

主なるﾡ岡

(1) 從來の植栽形式に比し、不馴の間は功程が進涉せず、植栽細 

費が幾分嵩む虞れがある。

(2)盛り上げた土壌が流失、洗滌される虞れがある。

4. 結 び

以上杠床造林は從來の植栽方法に比 して、多く の利県が認め られ 

る。是等は素』り 未だ試驗中に屬 して、一般的に推獎する域にまで 

は達して居らないが、缺無とする植栽經費並に功程にして も、熱様 

によって取り返す事が出來る。本場では最近其の功程も進み、熟練 

に從ひ益々今後の成果を期してをる。

又第二の缺煦 も 枝條被覆試驗の効果等 よ り 見て、枝條、倒木、落 

葉等の根際被覆の操作の應用 に よ つて難な く 解決せ らるべきもの 

て. 杠床植栽に依つて却つて枝條の被覆操作應用の範圍を廣め、延 

いて其の植栽方法に依る林木生長の上に倍加せる効果と齎す こと、
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信ずる。

新しい技術や 思想の社會に誕生する 時は 兎角從來の情性に囚 はれ 

て、排示する傾向があるが、ﾡ心地従に足れを校討することは何ん 

によらずﾡ楽への進展を約東するものて、 本の如合も、弘く試 

驗的に實行 して 貰ひたい と思ふのてあ る。
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